
「深めよう 絆 県民の集い」を開催し

ました

新潟県で取り組んでいる「いじめ見逃しゼロ

県民運動」の一環として、上・中・下越のそれ

ぞれの地区で県民の集いを行いました。

【上越】９月15日(土) 上越文化会館

映像メッセージコンテストの放映、中・

高生の本音トークなど

【中越】９月26日(水) 長岡リリックホール

小・中・高生等のリレートーク、上教

大 赤坂真二 教授の講演など

【下越】10月13日(土) 胎内市産業文化会館

小・中・高・特別支援学校の実践発表、

新潟大 神村栄一 教授の講演など

いずれの会場も500名を越える参加者が集いま

した。出演した小・中・高校生からは命の大切

さや人間関係などに関わる率直な思いや考えを

語っていただきました。また、講演を通して、

いじめがおこる背景や防止のための方策などを

学びました。そして、参加者全員がいじめ問題

にどのように向き合うかを考えました。今後も

「いじめをしない、見逃さない、許さない」を

合言葉に、県民ぐるみの取組を進めていきます。

【中越地区の

県民の集い】

佐渡金銀山遺跡 景観保全ボランティ

アツアーを開催しました

10月６日(土)、世界文化遺産登録を目指す

佐渡金銀山の遺跡が多数残されている相川北

沢地区において、島内外から150人が参加し、

遺跡周辺の草刈りやゴミ拾いなどのボランティ

ア活動を行いました。

終了後は、江

戸時代に手掘

りで採掘され

た坑道内部を

歩くツアーを

実 施 し ま し

た。 【活動の様子】

ガイドの案内のもと、真っ暗闇の坑道を歩

く体験は滅多にない機会で、参加者からは「当

時の作業の跡を間近で見ることができ、貴重

な体験になった」との感想が寄せられました。

島内外の様々な団体や企業が、佐渡金銀山

遺跡周辺の景観保全のためのボランティア活

動を行っています。こうした島民・県民の積

極的な活動が、世界遺産登録に向けた大きな

原動力になります。引き続き、県民の皆様の

御支援をお願いします。

※文化行政課世界遺産登録推進室では、ホー

ムページを開設しています。ぜひチェック

してください。

URL https://www.sado-goldmine.jp/
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教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。



人口減少社会の到来など社会状況の急激な

変化に対応し、これからの県の発展に参画で

きる人材の育成が求められています。また、

子どもが抱える課題の複雑化や、社会・家庭

の状況の変化の中で、学校現場に求められる

役割がますます増大しています。さらに、長

時間労働の是正など、働き方に対する意識改

革の気運が社会全体として高まっています。

こうした社会環境の変化に対応するため、

県教育委員会では、「一人一人を伸ばす教育」

を本県教育の理念とし、一人一人が夢や希望

を持って粘り強く挑戦し、未来を切り拓いて

いける力を身に付ける教育の実現を目指して

います。また、情熱と行動力あふれる新人の

採用や、様々な専門性をもつ教職員の配置、

異校種間の人事交流などにより、活力ある学

校運営と複雑化・困難化する教育課題への対

応を図っているところです。

学力向上や生徒指導対応をはじめとする学

校課題の解決を図るには、人事異動による学

校の活性化が重要です。そこで、地域、学校

間で課題解決の取組に不均衡が生じないよう、

全県的な視野に立って、各々の課題に応じた

適材適所の配置に努めます。

県教育委員会では、このような考えに基づ

き、人事異動を行います。

１ 地域に根ざし、地域とともに歩む学校

づくりのために、その地域に自宅のある

教職員を積極的に配置します。

２ 学校に清新な気風を導入するため、情

熱と行動力あふれる新人を採用します。

地域の特色を生かし、
地域とともに歩む学校づくりに向けて

義務教育課

３ 学校に新しい風を入れ、創意にあふれ

た活力のある学校運営及び学校課題の解

決を図るため、全県的な視野に立って人

事異動を行います。

１ 市町村立義務教育諸学校教職員の転配置

平成30年度と同様、Ａ地域は「自宅から25km

未満」です。また、Ａ地域以外のひら場をＣ

地域、へき地をＤ地域とします。なお、年齢

区分に応じた勤務地経験は以下のとおりです。

表１ 教諭・養護教諭・栄養教諭・学校栄養職員・事務職員

年齢区分 勤 務 地

採用後６年間 Ｃ地域又はＤ地域１回以

(原則として 上とする。

２か校目まで)

３か校目以後 45歳までにＣ地域又はＤ

地域１回

表２「特別支援学校教諭採用枠」採用者

年齢区分 勤 務 地

採用後６年間 ①原則として、１校目は

(原則として 特別支援学校に配置し、

２か校目まで) ２校目は小・中学校の特

別支援学級に配置する。

②Ｃ地域又はＤ地域１回

（①②を共に経験）

３か校目以後 ①Ｃ地域又はＤ地域１回

②小・中学校の特別支援

学級、通級指導教室等へ

１回（45歳までに①②を

共に経験）

※表中の「１回」とは３年以上の勤務をいいます。

２ 県立特別支援学校教員の転配置

異動基準は、市町村立義務教育諸学校教職

員に準じます。

３ 県立特別支援学校寄宿舎指導員及び実習

助手の転配置

県内を上越・中越・下越（新潟市を含む）
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平成30年度末・31年度初 人事異動について

義務教育課・高等学校教育課
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に分け、地区内での異動を原則とします。ま

た、採用も地区単位での採用となります。

４ 障害者手帳の交付を受けている教職員の転

配置

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保

健福祉手帳の交付を受けている教職員は、原

則、すべてＡ地域勤務とします。

１ 計画的な転配置

教員は、原則として同一校に３年以上勤務

するものとし、それ以後、県教育委員会が、

異動が適当と認める者については、「異動基準」

により計画的に転配置します。

同一校に３年又は４年勤務した者は、異動

希望の有無等を勘案して転配置します。また、

５年勤務した者は、原則として転配置します。

２ 教職員の適正配置

専門性、性別、年齢、勤務年数、所有する

教員免許状の種類等に配慮して、地域、学校

間に不均衡が生じないような配置に努めます。

(1) 新採用者の計画的な転配置

採用後６年間の勤務校は、原則として１か

校３年間の勤務を２か校行い、Ｃ地域又はＤ

地域１回以上とします。

(2) 全県的視野に立った人事交流の促進

原則として、採用後６年間勤務後は、Ａ地

域での勤務を基本とします。ただし、45歳ま

でにＣ地域又はＤ地域に１回、転配置します。

(3) 教員確保困難地域での中堅教員の確保

教員確保困難地域における優秀な中堅教員

の転配置に努めます（㊥登録）。異動希望地区

は、上越、中越、下越（佐渡を除く）、佐渡の

４地区（希望は２地区まで）です。平成28年

４月１日以降の㊥登録者のうち、42歳以上の

者は、教頭選考検査の一次検査を免除します。

(4) 異校種との積極的な人事交流

小学校・中学校・特別支援学校間の人事交

流及び、中学校と高等学校間の人事交流を図

ります。県立特別支援学校教職員では、障害

種の異なる学校間の人事交流を図ります。

①免許状所有者の積極的な配置

現在の勤務校種と異校種の当該免許状を

所有している者を、一般異動として異校種

に積極的に転配置し、小・中・特別支援学

校間の人事交流を一層推進します。

②小・中学校と特別支援学校間の交流

小・中学校と特別支援学校間で、３年間

を原則として、異校種に勤務する経験をす

ることにより、特別支援教育のリーダー育

成に資することを目指します（○交登録）。

③中学校と高等学校教員の人事交流

中学校と高等学校間で、中・高連携に資

するため、人事交流を図ります。

(5) 言語通級指導教室担当者の育成

高い専門性が要求される言語通級指導教室

担当者を育成するため、平成30年度初より、

新たに育成したい教員をベテランの言語通級

指導教室担当者の在籍する学校に配置し、OJT

方式で育成を図ってきました（○通登録）。平成

31年度も引き続き、言語通級指導教室担当者

の育成を進めます。

(6) 公募制による教職員人事

市町村教育委員会及び県立特別支援学校、

県立中等教育学校(前期課程）、県立中学校（以

下「県立学校」という）は、特色ある教育活

動等を推進するため、教職員を公募すること

ができます。これに応募した者の中から、該

当の市町村教育委員会及び県立学校が選考し

た適任者を県教育委員会が配置します。

(7) 再任用（雇用と年金の接続）

再任用希望者については、退職前の勤務実

態や人員配置に必要性等を総合的に勘案し、

正規の教職員として、適切な配置に努めます。

(8) 県と新潟市との人事異動

権限移譲後についても当分の間、継続実施

します。平成27年度に導入した「新潟市への

人事異動登録票」の登録者については、計画

的に新潟市への異動を進めます。

県内どの地域においても、その地域の特色

を生かした活力のある学校づくりが進められ

るよう、見直された異動方針・異動基準の下、

公正かつ厳正な人事異動を実施していきます。
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高等学校（県立中学校、県立中等教育学校、

県立特別支援学校を含む。）の教職員の人事異

動については、「新潟県立高等学校教職員人事

異動方針及び基準」に基づいて行います。

高等学校では、生徒から選ばれる学校づく

りを進めるため、各学校の「特色ある学校づ

くり」に向けた取組が行われていますが、こ

のような取組を進めるためには、各学校にお

ける教育活動の活性化を図ることが必要です。

県教育委員会は、教職員の人事異動を積極的

に行うことによって、この「特色ある学校づ

くり」をさらに推進していきます。

１ 優秀な新人を採用・登用し、清新の気

風を導入します。

２ 教職員の適材適所の人事配置に向け、

全県的視野からの人事異動を促進しま

す。

今年度の人事異動方針に大きな変更はあり

ません。以下に異動基準及び人事異動の方法

等を示します。

異動基準を、次の４点について具体的に定

め、人事異動を促進します。

１ 年齢、勤務年数、所有免許状、能力・

適性等からみて、適材適所の配置に努め

ます。

２ 異なる地域、課程及び学科間の異動を

促進します。

３ 新採用教員については、人材育成の観

点から、学校規模、職員構成等を勘案し

た計画的な配置を行います。

４ 高等学校と特別支援学校との人事交流

「特色ある学校づくり」を
進めるために

高等学校教育課

については、所有免許状、適性等を考慮

して行います。

本県高等学校の所在地と学校の課程・学科

の分布をもとに、地域と学校群を次のように

区分し、人事異動の方法を下のように定めて

います。

○ 全県を７地域に、また、全県の学校を

Ａ、Ｂの２群に区分しています。

○ Ａ群は主に、定時制、通信制、分校、

中高一貫教育校、特別支援学校、地域的

特性のある学校とし、Ｂ群はそれ以外の

学校としています。

＜人事異動の方法＞

(1) 全県を７地域に区分し、３地域以上を

経験する。

(2) 全県の学校をＡ、Ｂの２群に区分し、

Ａ、Ｂ群をそれぞれ１回以上経験する。

(3) 新採用後６年間については次のように

勤務する。

ア 新採用後１校目は２年間の勤務と

し、その後２校目に異動する。

イ 新採用後２校目は４年間の勤務と

し、その後３校目に異動する。

ウ 他県の教職経験者等は、上記ア

の１校目を経験したものとみな

し、１校目は４年間の勤務とし、

その後２校目に異動する。

(4) 新採用後３校目以降の者※について

は、同一校同一課程（以下「現任校」と

いう。）に原則として３年以上勤務した

者を異動の対象とする。

※平成16年度以前の採用者については２校

目以降の者に適用する。

(5) 現任校に８年以上引き続き勤務する

者は、「特別の事情」の適用等がなけれ

ば確実に異動させる。

なお、同一市町村内で長期間勤務している

者は他の市町村にある学校に異動させるもの

としています。
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異動方法の特例は定めません。専門教科・

科目等を担当する教諭、実習助手及び養護教

諭については、配置できる学校数や１校あた

りに配置できる人数等を考慮して、異動させ

るものとします。

１ 人事異動調査票について

各教職員が異動に関して、次年度へ向けた

決意や目標、自分の考え等を具体的に記載で

きるようにしてあります。この記載内容は、「特

色ある学校づくり」を推進し、適材適所の人

事配置を行うための重要な資料として活用し

ます。

２ 地域と学校群について

教職員一人一人の力量を高めるためには、

異なる地域や異なる課程・学科等を幅広く経

験することが必要です。また、本県の教育水

準の維持・向上と教育の機会均等を確保する

ためには、広域的人事交流によって、教職員

の適正配置を図る必要があります。このこと

から、人事異動の方法に則り、積極的に人事

異動を進めます。

なお、新採用からなるべく早い段階で、３

地域以上の経験、並びにＡ群及びＢ群の経験

ができるよう人事異動を進めます。

３ 過員について

少子化に伴う学級減の傾向から、本年度末

も、多くの教員が過員対象となる見込みです。

定数上または教科上の過員は必ず異動させる

こととしています。

４ 本年度の人事異動の重点

(1) 平成17年度以降の採用者で＜人事異動の

方法＞の(3)に該当する者は異動させます。

(2) 平成16年度以前の採用者で新採用以来現

任校勤務の者は異動させます。

(3) 実習助手については、新採用以来現任校

８年以上の者は異動させます。

(4) ＜人事異動の方法＞の(5)に該当する者は

異動させます。

全県の県立高等学校、県立中学校、県立中

等教育学校、高等学校籍の教員が在職する県

立特別支援学校のWebページには、各学校の「特

色ある学校づくりに係る資料」が掲載されて

います。また、この資料は、冊子にして全県

の県立高等学校等に配付されています。ここ

には、各学校がどのような学校を目指してい

るか、また、どのような教員を求めているの

かがまとめられています。各学校の資料をぜ

ひ閲覧してください。

本格的な高齢化社会の到来に対応し、退職

者が培った知識や経験を公務内で有効に活用

するため、平成25年度末の定年退職者から、

新たな制度を設け再任用を実施しています。

再任用教職員については、一般教職員の異

動とリンクさせながら適正な配置を進めてい

きます。

新潟市教育委員会が平成29年度から新たに

高等学校教諭の採用を始めたこと等に伴い、

県立学校から新潟市立高等学校等への異動は

ありません。現在、新潟市立高等学校等で勤

務する教員の県立学校への異動は、計画的に

実施します。

「新潟県立高等学校教職員人事異動方針及

び基準」に基づき、適材適所の配置となるよ

う、厳正・公正かつ積極的な人事異動を行い

ますので、人事異動に関する一層のご理解を

お願いします。



(6) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第826号 平成30年11月１日

本県の医師及び看護職員数はともに増加傾

向にありますが、厚生労働省の調査によると

平成28年度末時点における本県の人口10万人

当たりの医師数は205.5人で、全国平均を約46

人下回り全国43位となっています。また、看

護師不足も深刻化しており、本県の喫緊の課

題となっています。

こうした状況を踏まえ、県教育委員会では、

高等学校にメディカルコース及び医療専攻を

設置し、医学科や看護学科などへの進学を志

す生徒を支援しています。

本号では、メディカルコース設置校と医療

専攻設置校の具体的な取組を紹介します。

１ 新潟高校（平成19年度設置）

理数科メディカルコースでは、医師等を目

指す生徒に対して、職業観を育むとともに、

医療に従事する使命感・倫理観を養うことを

目的として、各種講演会や体験学習を行って

います。具体的には、現役医師や大学教授な

どから医師のやりがいや厳しい現実を聴くこ

とで将来の進路を考える医学講演会や、医学

の知識を深める課題研究、高い動機づけとな

る医学部歯学部訪問などを実施しています。

その結果、昨年度はメディカルコースから

国公立大学医学部医学科に15名、私立大学医

学部医学科に１名が現役合格しました。また、

現役合格が叶わなかった生徒の多くが医学科

志望を貫き、現在、受験に向けて勉強してい

ます。なお、理数科の課題研究発表や講演会

に普通科の医学部志望者も参加できるように

しており、昨年度は普通科からも医学部医学

科に11名が現役合格しました。

今後もこれらの取組を充実させ、新潟県の

地域医療に貢献できるような生徒を一人でも

多く育てていきたいと考えています。

２ 長岡高校（平成19年度設置）

理数科メディカルコースでは、医療に従事

する者としての使命感と倫理観を養うため、

長岡市医師会や新潟大学医学部のご協力のも

と、医療講演会や病院見学を行っています。

また、スーパーサイエンスハイスクール指定

校の取組の一環として、統計学を活用した医

療に関する課題研究にも取り組んでいます。

医師等による医療講演会では、脳の神秘や

命に関する講演を聴いて現代医療に関する理

解を深めるとともに、医療に関する諸問題に

ついて討論を行うことで、医師を目指すにあ

たっての心構えや、高い目的意識をもたせる

ような工夫をしています。

また、医学部医学科を目指す生徒の進路希

望実現を支援するため「医学科入試突破に向

けた学習のアドバイス」という冊子を年３回

配布し、学習指導と進路指導を行っています。

さらに、３月の卒業式後に医学部医学科に合

格した卒業生と１、２学年の生徒との座談会

を開催し、卒業生からのアドバイスを受ける

機会を作っています。

剛健質樸の校風のもと、たくましい生徒を

育て、将来の医療に貢献する人材を養成する

ことを目指して全校体制で取組を進めていま

す。

【新潟大学医学部訪問】

医療従事者育成に向けた取組について

高等学校教育課
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３ 高田高校（平成28年度設置）

理数科メディカルコースでは、医学部医学

科に進学して将来の県の医療を支えようとい

う気概を持った生徒を育てるために、様々な

講演会や体験的学習を実施しています。それ

により学習意欲を高め、学力向上を図るとと

もに、医療従事者に必要な志、倫理観、感性

等を育成しています。

講演会の内容は、医学部医学科への進学に

関すること、新潟県の医療の現状に関するこ

と、医師という職業に関することなどです。

現役の医師、卒業生、行政や予備校関係者な

ど幅広く講師をお招きしています。

医師・病院体験や医学部医学科体験は、１

年生から２年生を中心に行います。特に１年

生では、県立中央病院と上越地域医療センター

病院の協力のもと、様々なコースに分かれて

病院業務の一端を体験します。また、医師と

いう職業の厳しさや上越地域の医療の実態と

各病院の役割分担などに関する講義を行って

いただいています。

また、２年生では医療系課題研究で、医療

に関する内容をテーマごとに探究するととも

に、東京研修では、医療系企業訪問を実施し、

医療を取り巻く環境や技術も学び、深く広い

知識を身につけた医療従事者の育成を目指し

ています。

【医学部合格者との座談会】

【上越地域医療センターでの医師体験】

１ 新潟西高校（平成24年度設置）

県内で初めて設置された当校の医療専攻で

は、高度化する医療現場に対応できる学力と、

高い倫理観・責任感を身に付けた人材の育成

を目標としています。各種医療講演会、病院

見学・看護師体験等の実習、課題研究を通じ

て、医療についての深い理解と医療従事者に

なるためのモチベーションを高め、４年制大

学医療系学部への進学を目指しています。

平成29年度入学の第６期生は、女子10人が

選択しています。平成30年度からは学励クラ

スだけでなく普通科全体から選択できるよう

になり、現在、１年生は約30人が医療専攻を

希望しています。希望者に対し、夏季休業前

に医療講演会を実施しました。

医療専攻のメインプログラムは２年生から

始まります。人間の「誕生」から「終末期」

までの多様な側面に触れながら、医療全般に

ついて学ぶとともに、生徒個々の進路希望に

応じたプログラムとなるよう考慮して実施し

ています。

医療専攻の生徒は、病院や大学などの協力

を得て、大変貴重な体験を積んでいます。そ

して、考査の午後や放課後、長期休業中の時

間を使い、多くの実習やレポート作成にじっ

くりと取り組みます。

集大成として、３月末に医療専攻発表会に

おいて、各自のテーマに基づいた研究発表を

行います。こうした取組により、医療従事者

を目指す気持ちが高まり、進路希望実現を目

指す強い意志へとつながっていきます。

【新潟大学医歯学総合病院見学】
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２ 小出高校（平成26年度設置）

当校の医療専攻では、高い倫理観と強い責

任感を養い、将来の地域医療を支える人材の

育成を目指し、「医療や看護の意義」「これか

らの地域医療とその課題」について学習して

います。このプログラムは魚沼市立小出病院、

地域医療魚沼学校をはじめとする多くの地元

医療機関、医療専門学校と連携し、充実した

支援体制のもと「講演会」、「体験・見学」、「課

題研究」の３つを柱として実施しています。

当校の医療専攻の特長は、魚沼地域が全国

的にも注目されている「地域包括ケアシステ

ム」の最前線であり、住民と医療者がともに

学ぶ「地域医療魚沼学校」が開設されている

こと等により、生徒が課題研究で設定するテー

マに合った多様な体験ができ、医療現場を見

たり、触れたりする機会が多いことです。

今年度の入学生が５期生となりますが、毎

年度入学生の15％程度が医療専攻を選択して

います。「医療専攻があるから小出高校への進

学を希望した。」という生徒もおり、将来医療

系の学校に進学するという高い意欲を持つ生

徒が増えてきています。これは、小出高校医

療専攻が地域に浸透してきた表れだと思われ

ます。

これからも地域医療を担う人材の育成の基

盤を、地域の医療関係者とともに築き上げて

いくことを目指していきます。

３ 三条東高校（平成27年度設置）

県央地区における将来の地域医療の担い手

育成を目的として、平成27年度に医療専攻が

設置され、平成30年３月に１期生が卒業しま

した。１期生においては、医療専攻選択者39

【医療専攻発表会】

名の９割近くが将来の夢の実現に向けて医療

関係の資格取得を目指した大学・短大・専門

学校等に進学しています。

医療専攻の主な取組は、現在の２年生30名

が行っている学校設定科目「キャリアデザイ

ン」の中で行っています。年度末までに講演

会６回と病院訪問３回などを予定しており、

８月までに講演会を２回、病院訪問を３回終

えました。生徒は講演などを聴く度に大きな

刺激を受け、レポートなどにまとめることに

よりその内容を深化させ、日々医療に携わる

意識を高めています。これらの成果をまとめ、

来年３月の医療専攻発表会で発表する予定と

しており、今年度も素晴らしい発表ができる

よう生徒たちは研鑽を積み、よき医療人とな

るべく努力を続けています。

また、３年生の進路指導、１年生への選択

説明、また来年度の入学生に向けたＰＲ活動

なども積極的に行っています。今後も、将来

の地域医療を担う人材育成に向け、取組を進

めていきます。

県教育委員会では、将来医療に貢献する人

材の育成を一層支援するため、平成31年度に

は新たに新発田高等学校理数科内にメディカ

ルコースを設置する予定としています。

今後も、社会の各分野をリードし、未来を

切り拓くたくましい人づくりを目指した教育

を推進し、社会の変化に対応した魅力ある学

校づくりを推進していきます。

【済生会病院見学】
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県教育委員会では、「児童生徒の芸術文化活

動への支援」の一環として、昭和52年度から

「ふれあい音楽教室巡回事業」を実施してい

ます。この事業は、県内小学校・中学校・特

別支援学校・中等教育学校の希望をもとに開

催校を決定し、プロの演奏家による優れた音

楽鑑賞機会を提供するものです。本号では、

今年度の実施内容を紹介します。

今年度は、山形交響楽団によるオーケスト

ラ公演と小コンサート「ひとりオペラ ベロ

出しチョンマ」の２種目を行いました。

１ オーケストラ公演

山形交響楽団は、学校向けコンサートを年

間約100公演開催するなど、積極的に音楽教育

活動に携わっており、本事業では平成６年度

から公演を行っています。

今回のプログラムは、本格的なオーケスト

ラ曲の演奏のほか、「オーケストラと学ぼう」

「オーケストラと歌おう」等の体験コーナー

もあり、楽器について学んだり、オーケスト

ラに合わせて合唱をしたりしました。また、

指揮者自らが子どもたちに話しかけながらコ

ンサートを進行したことも大変好評でした。

身近な空間である体育館等で生演奏に接し、

手拍子や歌を歌うなど自ら演奏に参加したこ

とで、子どもたちのオーケストラへの興味関

心が深まりました。

【演奏の様子】

２ 小コンサート

昨年度はソプラノ歌手とピアノによるコン

サートを実施しましたが、今年度は演目を一

新し、バリトン歌手と二十絃箏の演奏を行い

ました。前半はバリトン独唱と二十絃箏独奏、

後半は箏の伴奏に合わせて、バリトン歌手が

ひとりでオペラに挑みました。

【小コンサー

トの様子】

本事業では、演奏者とのふれあいにより、

音楽活動に積極的に取り組む意欲と心豊かな

人間の育成を目的としており、受動的な鑑賞

だけではなく、子どもたち自身の体験を重視

しています。オーケストラ公演、小コンサー

トとも、曲目や体験の内容は学校からの希望

により決定し、学校との事前打ち合わせを丁

寧に行うことで、学校側の要望を極力取り入

れられるようにしました。

本事業の経費は、県教育委員会が５割、開

催地（市町村教育委員会あるいは学校）が残

り５割を負担します。オーケストラ公演では、

開催地の負担額を抑えるため複数校による合

同開催を推奨し、地域の文化会館を会場とす

るなど移動用貸切バスが必要な場合は、県教

育委員会が１台分まで費用の半額を負担する

こととしています。

次年度については開催が決定となり次第、

各市町村を通じて実施校を募集します。学校

の記念事業等の一環として、本物の音楽を届

け、子どもたちの感性を育てる「ふれあい音

楽教室」を是非御活用ください。

ふれあい音楽教室について

文化行政課
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●県立近代美術館 （長岡市）

改修工事のため休館しています
【2019年８月（予定）まで】

現在、新潟県立近代美術館は空調設備等の
改修工事のため、休館しています。
休館期間中は学校団体の鑑賞及び職場体験

などは受付できませんので、御注意ください。

学校向けの「出前講座」について

休館中でも、美術の鑑賞に関わる内容を中
心に、学芸員が学校に出向いて授業を行う「出
前講座」を承っています。

今、注目されている「対話型鑑賞」を取り
入れた美術鑑賞の授業や、キャリア教育につ
ながる「学芸員のお仕事」について、あるい
は郷土の作家に関する内容など、御相談に応
じます。また、教員向けの「対話型鑑賞」の
研修なども承ります。

プログラムは、担当の先生と打合せの上、
作成いたしますので、御希望の期日の３か月
前までに電話等で御相談ください。
講師料はいただきませんが、交通費のみお

支払いいただきます。

【連絡先】
新潟県立近代美術館 （担当者 宮下）
TEL：0258-28-4112

●県立万代島美術館（新潟市）
「みんなのレオ・レオーニ展」

図版：「フレデリック」1967年
Frederick ⓒ 1967, renewed 1995 by Leo Lionni / Pantheon

Works by Leo Lionni, On Loan By The Lionni Family

赤い色をしたきょうだいたちの中で唯一黒い魚の物
語『スイミー』は、小学校の教科書に掲載され、全国
で親しまれています。作者レオ・レオーニは、グラフ
ィックデザイナーとして活躍の後、『あおくんときいろ
ちゃん』で初めて絵本を手がけました。彼の絵本では、
小さな主人公たちが「じぶんとは何か」を模索し学ん
でいく物語が、水彩、油彩、コラージュ等さまざまな
技法で描かれています。本展では絵本作家、アート・
ディレクターとしての仕事、絵画、彫刻等、レオーニ
の幅広い活動を紹介します。

○会 期 開催中～12月16日(日)
○休 館 日 11月12日(月)、26日(月)、12月10日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

【会期中のイベント】
○絵本の読み聞かせ
11月11日(日)、25日（日）、12月２日（日）各日ともに
午前11時～午前11時30分頃
（12月２日はUX新潟テレビ21のアナウンサーが読み手
を務めます。）
会場：万代島美術館展示室
協力：ほんぽーと新潟市立中央図書館
※申込不要・要観覧券

○学芸員によるギャラリートーク
11月17日(土)午後２時～
会場：万代島美術館展示室
※申込不要・要観覧券

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Webページﾞア

ドレス）をクリックすると、直接該当Webページﾞへ

ジャンプしますので御活用ください。

バックナンバーも御覧になれます。「教育月報」で検

索してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

●文化行政課世界遺産登録推進室
世界遺産セミナー

「未来へつなごう！佐渡金銀山の魅力と輝き」

佐渡金銀山の世界文化遺産登録に向けて、講演や県
内小学生による学習発表を通して、世界遺産登録や佐
渡金銀山の魅力を分かりやすく紹介します。
○期 日 11月18日(日)
○時 間 午後１時30分～３時30分
○会 場 朱鷺メッセ ４F マリンホール

(新潟市中央区万代島6-1)
○参加費 無料
○内 容
・講演「世界文化遺産に求められる価値とその

発信」
講師 下田 一太氏

(文化庁文化資源活用課文化遺産国際協力室
文化財調査官）

・学習発表 新発田市立米子小学校
魚沼市立堀之内小学校

○定 員 300名 要事前申込み
(お申込みは下記へお電話ください。)

【相川金銀山 道遊の割戸】

新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室
住所 新潟市中央区新光町４－１
TEL 025-280-5726
URL https://www.sado-goldmine.jp/

●県埋蔵文化財センター（新潟市）
企画展「丸木舟の考古学」を開催中

かつて潟湖が広がっていた越後平野で行き交う人
々に欠かせなかった丸木舟。本展では、阿賀野市石
船戸東遺跡から見つかった鎌倉時代の大型丸木舟の
ほかに、新潟市・上越市・新発田市・胎内市の丸木
舟６点を展示しています。また、県内の縄文時代か
ら江戸時代の櫂20点を集め、丸木舟の歴史を探りま
す。

【新発田市曽根遺跡 平安時代の丸木舟

（新発田市教育委員会蔵）】

〇会 期 12月９日(日）まで
○時 間 午前９時～午後５時
○休館日 会期中は無休
○観覧料 無料

「少年少女考古学教室」（第３回）
を開催します
遺跡から出土した土器や石器にふれ、様々な体験

活動をとおして古代の人々の知恵や生活を学びます。
今回は、縄文時代の石器や古墳時代の金属器を観察
した後に、石器の使い方を学び、糸魚川の蛇紋岩で
石斧作りを体験します。あなたも考古学者を目指そ

う！

【石斧を作って

みよう】

〇期 日 11月11日(日)
○時 間 午前９時～正午
○参加費 無料
○対 象 小学４年生～中学３年生
○定 員 20人（当日定員になり次第締切）
○申込み 電話・FAX・メールで11月９日(金)までに

お申し込みください。

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プロ
グラムを用意しています。詳しくは下記ホームペー
ジを御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん


